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『
太
平
記
』
作
者

の

思
本日
J tニー、

1
1

「
北
野
参
請
人
政
道
雑
談
事
し
に
現
わ
れ
た
政
道
観
に
つ
い
て
1
i

長

ノー、
n ’ 

;r r 

端

ま

え

ヵ：

与
ぐ

太
平
記
は
、
平
家
物
語
と
共
に
、
一
般
に
軍
記
物
語
或
い
は
戦
記
文
学
な
る
概
念
規
定
の
至
極
暖
昧
な
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
も
と
に
包
括
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
太
平
記
評
価
の
多
く
が
、
平
家
物
語
と
の
比
較
か
ら
論
ぜ
ら
れ
、
太
平
記
は
戦
記
文
学
の
白
眉
で
あ
る
平
家
物
語
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
結
論
で
一
致
し
て
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い
る
。

太
平
記
を
他
の
「
軍
記
物
語
」
か
ら
区
別
す
る
も
の
は
何
か
、
つ
ま
り
、
太
平
記
の
独
自
性
は
何
か
、
に
つ
い
て
の
研
突
が
モ
チ
ー
フ
追
究
の
面
か
ら
な
さ
れ
、

（1

）
（

2

）
ル
ボ
ル
タ
1
P
ユ

黒
田
俊
雄
氏
の
「
悪
党
的
反
逆
的
モ
チ
ー
フ
」
論
が
高
く
評
価
さ
れ
、
又
、
谷
安
氏
が
「
報
道
的
な
歴
史
文
学
」
と
し
て
大
平
記
の
独
自
性
を
評
価
さ
れ
た
。
更

(3
)(

4V 

に
、
永
積
安
明
氏
、
桜
井
好
朗
氏
ら
の
批
判
・
反
批
判
が
行
な
わ
れ
、
こ
こ
数
年
間
に
多
く
の
研
究
論
文
が
集
中
的
に
発
表
さ
れ
て
来
た
。

所
で
、
太
平
記
の
研
究
者
は
、
’
一
人
平
記
の
文
学
作
品
と
し
て
の
形
象
性
に
太
平
記
評
価
の
比
重
を
か
け
す
ぎ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
は
云
っ
て
も
、
勿

論
、
文
学
作
品
で
あ
る
以
上
、
そ
の
形
象
性
に
最
大
の
比
重
を
か
け
て
評
価
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
が
、
大
平
記
に
文
学
作
品
と
し
て
の
達
成
を
見
る
場
合
、
形

象
性
だ
け
を
問
題
に
す
る
に
は
余
り
に
も
多
く
の
非
文
学
的
要
素
が
存
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
必
ず
し
も
文
学
的
に
昇
華
さ
れ
て
い
る
と
は
一
五
え

な
い
多
く
の
非
文
学
的
要
素
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。



(5
) 

最
近
、
杉
本
圭
コ
一
郎
氏
は
、
大
平
記
は
平
家
と
同
様
に
語
り
物
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
が
、
「
聴
く
と
い
う
享
受
形
態
に
お
い
て
は
同
一
で
あ
る
よ
う
に

み
え
な
が
ら
、
諮
り
の
方
法
に
お
い
て
は
質
的
な
相
違
が
あ
る
」
と
し
、
こ
こ
に
平
家
と
大
平
記
の
形
象
の
相
違
を
と
く
鍵
の
一
つ
が
あ
る
と
い
う
見
解
を
発
表

し
た
。
即
ち
、
氏
に
よ
れ
ば
、
太
平
記
の
享
受
形
態
が
清
眼
の
談
義
僧
に
よ
る
談
義
を
基
本
と
し
て
い
る
の
は
、
「
歴
史
過
程
に
批
判
的
に
対
立
す
る
太
平
記
の

中
核
的
な
構
造
一
の
然
ら
し
め
る
所
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
太
平
記
作
者
群
の
視
点
は
そ
の
序
に
明
確
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
四
海
大
ニ
乱
テ
、

一
日
モ
未
レ
安
」
と
い
う
現
実
で
あ
り
、
「
情
其
ノ
濫
鰻
ヲ
尋
」
ね
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
お
い
て
は
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
太
平
記
が
今
川
了
俊
の
書
い
て

い
る
よ
う
に
、
「
書
継
一
「
切
出
一
し
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
視
点
・
歴
史
観
に
お
い
て
態
度
の
一
致
を
見
て
い
る
事
実
に
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。

二
度
は
読
め
な
い
と
先
人
を
し
て
言
わ
し
め
た
こ
の
四
十
巻
と
い
う
尼
大
な
作
品
を
書
き
継
い
で
い
っ
た
作
者
た
ち
の
情
熱
は
、
歴
史
に
対
す
る
異
常
と
も
言
え

る
関
心
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
古
代
の
完
全
な
終
需
を
皮
膚
で
感
じ
、
新
し
い
時
代
の
曙
の
中
に
呼
吸
し
た
作
者
達
は
、
歴
史
の
理
論
を
太
平
記
の
中
で

(6v 

開
陳
す
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
が
「
雲
景
未
来
記
」
や
「
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
」
と
な
っ
て
太
平
記
の
独
自
性
の
一
面
を
示
し
、
作
者
自
身
を
現
わ
し
て
い
る

と
評
さ
れ
る
重
要
な
章
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
一
種
の
史
論
と
も
言
う
べ
き
章
は
、
恐
ら
く
は
、
太
平
記
と
は
別
個
に
存
在
し
て
い
た
も
の
が
、

太
平
記
が
或
る
程
度
完
成
さ
れ
た
後
に
挿
入
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一 2 -

「
雲
景
未
来
記
事
同
天
下
怪
異
事
」
は
第
二
十
七
巻
の
終
段
で
あ
り
、
そ
の
す
ぐ
前
は
「
去
程
一
一
天
下
之
政
道
、
併
武
家
之
執
事
ノ
手
一
一
落
一
ア
、
今
ニ
乱
レ
ヌ

ト
見
へ
ナ
カ
ラ
、
今
年
ハ
無
為
ニ
テ
暮
一
一
ケ
リ
」
（
西
源
院
本
）
と
な
っ
て
お
り
、
貞
和
五
年
は
こ
の
章
（
「
左
兵
衛
督
歓
被
諒
師
直
」
）
で
終
っ
て
お
り
、
次
の
第

二
十
八
巻
は
、
「
貞
和
六
年
二
月
廿
七
日
改
一
刀
有
テ
観
応
一
一
移
ル
」
と
貞
和
六
年
に
移
っ
て
い
る
事
、
併
せ
て
「
雲
景
未
来
記
」
が
筋
の
上
か
ら
一
三
一
口
つ
で
も
全
く

前
後
に
関
係
が
な
い
事
な
ど
か
ら
見
て
、
明
ら
か
に
挿
入
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
第
三
十
五
巻
の
「
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
」
の
特
異
な
構
成
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
段
は
西
源
院
本
で
は
、
「
山
名
作
州
発
向

事
弁
北
野
悲
諸
人
政
道
雑
談
事
」
と
あ
っ
て
、
題
か
ら
み
る
と
副
次
的
な
物
語
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
実
際
に
は
、
「
山
名
作
州
発
向
事
」
は
七
行
し
か
存
在

せ
ず
、
あ
と
の
二
百
六
十
一
行
は
「
北
野
参
詩
人
政
道
雑
談
事
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
構
成
上
の
不
合
理
が
早
く
か
ら
、
注
目
さ
れ
て
い
た
為
か
、
流
布
本
で
は

(7
) 

「
北
野
道
投
物
語
」
と
し
て
独
立
し
た
段
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
所
謂
北
野
通
夜
物
語
を
太
平
記
全
体
の
構
成
の
上
か
ら
検
討
す
る
な
ら
ば
、
多
く
の
重
要
な
問

題
点
が
見
出
さ
れ
、
太
平
記
が
ど
の
よ
う
な
成
長
過
程
を
持
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
、
あ
る
面
で
は
明
ら
か
に
し
う
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
は
、
あ
く
ま
で
も



北
野
通
夜
物
語
に
現
わ
れ
た
六
平
記
作
者
の
政
道
観
に
つ
い
て
考
え
る
事
を
専
ら
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
構
成
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
要
点
だ
け
を
記
す
に

止
め
た
い
。

(8
) 

一
、
北
野
通
夜
物
語
は
個
々
別
々
の
説
話
を
圧
縮
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
、
太
平
記
の
同
じ
巻
や
他
の
一
巻
に
も
同
じ
説
話
が
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
作
者
達
（
編
纂
者
乃
至
は
管
理
者
ま
で
含
め
て
）
は
太
平
記
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
対

(9
) 

し
て
余
り
神
経
質
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

三
、
一
山
名
作
州
発
向
事
一
は
、
次
章
の
「
尾
張
小
河
土
岐
東
旧
等
事
弁
仁
木
三
郎
江
川
合
戦
事
」
に
直
接
継
続
す
る
と
考
え
て
少
し
も
不
自
然
で
は
な
い
こ
と
。

四
、
北
野
通
夜
物
理
聞
は
’
一
人
平
記
中
の
閃
果
論
を
支
配
す
る
最
も
強
力
な
存
在
で
あ
り
、
し
か
も
閃
果
論
は
古
本
に
お
け
る
よ
り
も
涜
布
本
に
多
く
、
従
っ
て
、

後
か
ら
加
わ
っ
た
も
の
が
多
い
と
考
え
う
る
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
北
野
、
通
夜
物
語
は
、
古
本
系
諸
本
や
流
布
本
を
通
じ
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
。
従
っ
て
、

太
平
記
四
十
巻
が
或
る
度
合
に
お
い
て
肉
果
業
報
観
で
貫
か
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
北
野
通
夜
物
語
が
出
来
上
が
っ
て
か
ら
で
あ
ろ
う
と
十
分
想
像
さ
れ
る

（
叩
）

〉
」L
ι。
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（
日
）

五
、
北
野
通
夜
物
語
は
そ
の
構
想
に
お
い
て
「
梅
松
論
」
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
。

以
上
の
如
き
要
点
を
手
懸
り
に
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
北
野
通
夜
物
語
も
ま
た
一
雲
景
未
来
記
」
と
同
様
に
、
原
太
平
記
と
で
も
言
い
う
る
も
の
が
成
立
し
た

後
に
、
し
か
も
比
較
的
平
い
時
期
に
、
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
「
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
」
は
、
秋
の
半
ば
を
過
ぎ
杉
の
相
を
吹
き
な
ら
す
風
の
す
さ
ま
じ
い
或
る
夜
、
北
野
天
神
の
、
通
夜
の
つ
れ
づ
れ
に
三
人
の
遁

世
者
逮
が
政
道
に
つ
い
て
座
談
を
行
な
う
と
い
う
趣
向
が
と
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、

北
条
氏
の
旧
臣
で
関
東
生
れ
の
六
十
余
歳
の
遁
世
者

そ
の
年
の
春
ま
で
南
朝
に
仕
え
て
い
た
儒
学
者
で
、
体
な
び
や
か
に
色
青
ざ
め
た
雲
客

ω (B) 



門
跡
仕
え
の
仏
学
研
究
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
細
く
痩
せ
た
法
師

の
三
人
に
よ
る
（
政
道
雑
談
」
で
あ
り
、
そ
の
構
成
に
お
い
て
一
梅
松
論
」
よ
り
一
歩
進
ん
で
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
「
梅
松
論
」
で
は
、

北
野
天
神
の
毘
沙
門
堂
（
当
時
の
民
衆
の
間
に
毘
沙
門
信
仰
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
楠
正
成
を
見
沙
門
の
申
し
子
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
片
鱗

が
う
か
が
え
よ
う
。
）
に
参
寵
し
た
道
俗
男
女
の
念
珠
の
隙
に
、
「
或
人
」
の
要
請
に
よ
っ
て
多
智
多
芸
の
聞
え
あ
る
一
人
の
老
僧
が
「
先
代

F
北
条
氏
）
を
亡
ぼ

し
て
、
当
代
（
足
利
氏
）
御
運
を
聞
か
れ
て
栄
耀
他
に
越
え
た
る
次
第
し
を
物
語
る
と
い
う
趣
向
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
太
平
記
「
北
野
参
詣
人
政

道
雑
談
事
」
で
は
、
上
記
の
三
人
の
遁
世
者
が
初
め
は
「
南
無
天
満
大
自
在
天
神
」
と
い
う
字
句
を
句
毎
の
初
め
に
お
い
て
連
歌
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
一
位

上
ノ
物
語
一
一
成
テ
、
ゲ
ユ
モ
ト
覚
ル
異
国
本
朝
之
才
覚
」
に
話
が
及
ん
で
来
た
と
し
て
、
一
一
一
人
の
政
談
を
記
す
、
と
い
う
風
に
ス
ト

l

り
ー
が
よ
り
白
然
ら
し
く

な
っ
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
、
太
平
記
の
第
二
階
本
で
あ
る
西
源
院
本
や
神
間
本
で
は
、
一
二
人
の
通
夜
物
語
の
聞
き
子
に
は
作
者
自
身
が
宛
て
ら
れ
て
い
る

訳
で
あ
る
が
、
涜
布
本
系
統
の
も
の
で
は
、
一
章
の
冒
頭
に
一
其
比
日
野
僧
正
頼
意
、
億
一
一
土
口
野
ノ
山
中
ヲ
出
テ
」
（
寛
、
永
八
年
刊
本
に
よ
る
）
と
い
う
一
節
が
あ

り
日
野
僧
正
頼
意
な
る
人
物
が
三
人
の
遁
世
者
の
物
語
を
聞
い
て
い
た
と
い
う
趣
向
が
と
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
流
布
本
で
は
、
こ
の
北
野
通
夜
物
語
の
結
び

に
お
い
て
も
、
「
以
レ
是
案
ス
ル
ニ
、
懸
ル
乱
ノ
世
間
モ
又
静
ナ
ル
事
モ
ヤ
ト
、
選
ヲ
残
ス
計
一
一
テ
、
頼
音
大
帰
給
－
一
ケ
リ
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
西
源
院

本
で
は
一
是
ヲ
以
テ
案
ス
ル
ュ
、
係
ル
乱
ル
、
位
モ
又
館
、
マ
ル
事
モ
ヤ
ト
、
高
山
モ
敷
コ
ソ
覚
へ
ケ
レ
一
（
神
田
本
・
覚
へ
ケ
ル
）
と
な
っ
て
い
て
、
頼
意
が
出
て
来

な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
。
流
布
本
系
統
の
構
成
の
方
が
蓬
か
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

む）
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さ
て
、
こ
の
座
談
会
は
「
儒
学
之
人
カ
ト
覚
シ
キ
雲
客
」
の
問
題
提
示
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
る
。

抑
日
一
一
万
弘
一
以
来
、
世
観
テ
既
一
一
品
川
飴
年
、
天
下
一
日
モ
未
二
静
事
得
一
白
今
後
手
」
伺
ゾ
絢
ル
ベ
キ
期
有
リ
共
不
レ
費
、
是
ハ
如
何
ナ
ル
故
ト
カ
御
了
簡
候

」
の
問
題
提
示
の
方
法
は
太
平
記
序
の

依
レ
ロ
疋
四
海
大
一
一
凱
テ
、
一
日
モ
未
レ
安
、
狼
煙
天
ヲ
臨
調
シ
、
鯨
波
地
ヲ
動
ス
、
今
至
マ
テ
品
川
齢
年
、

一
人
ト
シ
テ
未
レ
得
レ
富
二
春
秋
→
高
民
無
レ
所
レ
措
ニ
手

足

と
非
常
に
類
似
し
た
発
想
に
基
い
て
い
る
。
こ
こ
に
「
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
」
の
筆
者
の
政
治
に
対
す
る
態
度
を
窺
う
事
が
出
来
よ
う
。

こ
の
設
問
に
対
し
て
、
坂
東
声
な
る
遁
世
者
が
（
陣
所
モ
ナ
ク
」
自
己
の
意
見
を
開
陳
す
る
の
で
あ
る
が
、
彼
は
、
今
の
世
の
中
が
治
ま
ら
な
い
の
は
当
然
で



あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
「
王
者
之
憂
楽
ハ
与
レ
衆
同
シ
」
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
「
乱
世
ノ
根
源
ハ
只
欲
ヲ
以
テ
本
ト
ナ
ス
一
と
い
う
遁
世
者
の
閏
い
信
条
か

ら
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
彼
の
立
脚
す
る
所
は
王
道
精
神
で
あ
り
、
且
つ
治
政
の
方
法
は
主
権
者
の
率
先
実
行
に
あ
る
こ
と
が
力
説
さ
れ
る
。
彼
の
話
し

方
は
一
般
の
軍
記
も
の
の
例
に
従
い
、
古
今
の
史
話
引
証
に
よ
っ
て
自
ら
の
論
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
延
喜
帝
、
北
条
泰
時
、
同
時
頼
、
青
砥
左
衛
門

の
逸
話
伝
説
を
縦
横
に
使
っ
て
、
線
の
太
い
批
判
を
お
し
す
す
め
て
い
る
。
な
か
で
も
、
延
喜
帝
は
理
想
的
王
道
を
布
い
た
賢
帝
と
し
て
、
中
世
を
通
じ
て
憧
保

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
菅
原
道
真
を
左
遷
し
た
科
そ
の
他
五
種
の
罪
業
に
よ
り
、
地
獄
の
責
苦
を
な
め
て
い
る
情
景
を
描
い
て
い
る
箇
所
は
、
な
か
な

か
強
い
筆
致
で
描
か
れ
て
お
り
、
筆
者
の
雄
勤
な
精
神
を
感
ぜ
し
め
る
。
こ
の
箇
所
は
、
後
藤
丹
治
氏
に
よ
っ
て
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
安
楽

（
阻
）

寺
本
「
北
野
縁
起
」
の
影
響
下
に
成
立
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
又
、
こ
の
描
写
は
、
「
冥
途
－
一
ハ
無
レ
罪
ヲ
以
主
ト
ス
、
然
ハ
貴
賎
上
下
ヲ
論
ス
ル
事
ナ
カ
レ
」

と
い
う
延
喜
帝
の
宣
一
一
一
一
口
に
如
実
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
冥
途
に
貴
践
上
下
は
な
い
と
い
う
仏
説
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

更
に
少
し
下
の

彼
帝
随
分
感
レ
民
治
レ
世
給
シ
タ
ニ
地
獄
ニ
落
給
フ
、
マ
シ
テ
其
程
ゾ
政
選
モ
無
世
ナ
レ
パ
、
サ
コ
ソ
地
獄
へ
堕
人
ノ
多
カ
ル
ラ
メ
ト
費
タ
リ
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は
北
野
縁
起
に
は
全
く
関
係
な
く
、
明
ら
か
に
「
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
」
の
作
者
に
よ
る
政
道
批
判
で
あ
り
、
北
朝
諸
天
皇
を
含
め
て
の
足
利
政
権
全
般
に

対
す
る
調
刺
で
あ
る
。

所
で
、
こ
の
坂
東
声
な
る
遁
世
者
は
武
家
政
権
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

抑
武
家
ノ
代
盛
也
シ
カ
ハ
、
尺
地
モ
非
一
共
有
一
ト
云
事
ナ
シ
、
一
家
モ
其
レ
民
－
一
非
ス
ト
一
五
事
ナ
シ
、
而
レ
共
不
レ
事
二
武
威
一
依
テ
、
地
頭
敢
テ
領
家
ヲ

不
レ
蔑
ニ
、
守
護
曾
テ
検
断
之
外
－
一
不
レ
縮
、
懸
リ
シ
カ
共
猶
成
敗
ヲ
矯
レ
正
、
貞
嬢
－
一
武
蔵
前
司
入
選
日
本
園
大
田
文
ヲ
作
テ
庄
郷
ヲ
分
チ
、
貞
永
－
一
五
十

一
ケ
保
之
式
日
ヲ
定
テ
裁
許
一
一
不
レ
滞
、
サ
レ
パ
上
敢
テ
法
ヲ
不
レ
敗
、
下
叉
禁
ヲ
不
レ
犯
、
世
治
リ
民
淳
リ
シ
カ
共
、
我
朝
神
園
之
擢
柄
武
士
之
手
一
一
入

リ
、
王
道
仁
政
之
裁
断
夷
秋
之
昨
－
一
懸
リ
シ
ヲ
杜
敷
キ
シ
カ
、
サ
レ
共
上
代
ニ
ハ
世
ヲ
治
メ
ン
ト
思
志
深
リ
ケ
ル
ニ
ヤ
：
：
：

こ
の
遁
世
者
は
武
家
主
体
の
政
治
を
容
認
せ
ず
、
王
道
主
義
を
と
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
し
か
し
武
威
を
専
ら
に
せ
ず
善
政
を
行
な
っ
た
初
期
北
条
政
権
を

高
く
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
坂
東
声
な
る
遁
世
者
を
通
じ
て
武
家
思
想
を
表
わ
そ
う
と
し
た
作
者
が
、
お
の
ず
か
ら
自
己
の
意
見
を
開
陳
し
、
同

時
に
己
れ
の
限
界
を
も
示
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
知
識
階
級
で
あ
る
草
庵
者
は
、
武
家
政
治
を
変
態
的
な
存
在
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
こ



も
知
識
階
級
の
一
人
で
あ
っ
た
北
野
通
夜
物
語
の
作
者
の
率
直
な
思
想
の
表
現
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
泰
時
や
時
頼
を
、
民
の
憂
を
わ
が
憂
と
し
た
施

政
者
と
し
て
賞
讃
す
る
の
で
あ
る
。
明
恵
上
人
が
泰
時
に
言
っ
た
言
葉
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
一
国
ノ
乱
ル
源
ヲ
能
知
テ
可
一
一
治
給
一
乱
世
ノ
根
源
ハ
只
欲
ヲ
為

レ
本
、
欲
心
変
ジ
テ
一
切
方
般
之
禍
ト
成
ル
」
と
か
「
諮
問
ト
云
ハ
無
欲
也
」
と
い
う
言
葉
や
、
施
政
者
の
率
先
実
行
を
う
な
が
し
た
一
大
守
一
人
無
欲
－
一
成
給
へ
ハ
、

其
ニ
恥
テ
万
人
自
然
一
一
欲
心
薄
ク
可
レ
成
」
と
い
う
言
葉
は
、
太
平
記
作
者
白
身
の
強
く
感
じ
て
い
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
乱
肝
一
の
根
源
は
欲
に
あ
る
と
い

う
考
え
が
、
太
平
記
ほ
ど
徹
底
し
て
い
る
も
の
は
他
に
余
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
同
じ
武
家
の
世
の
中
と
は
‘
一
一
日
つ
で
も
、
昔
は
善
政
を
行
な
っ
た
が
、
「
今
程
ノ
人

ノ
心
一
一
ハ
違
タ
リ
、
仮
ニ
モ
人
ノ
物
ヲ
ハ
掠
取
ル
共
、
我
物
ヲ
人
に
造
事
不
レ
可
レ
有
」
と
し
て
、
足
利
政
権
下
の
武
家
一
般
を
抑
劾
し
よ
う
と
い
う
意
志
が
窺
わ

れ
る
。
こ
こ
に
は
、
勿
論
、
こ
の
遁
計
一
者
を
通
じ
て
の
作
青
の
回
顧
趣
味
も
多
少
混
入
し
て
い
る
で
あ
ん
一
う
が
、
義
詮
の
優
柔
な
性
格
、
武
家
社
会
の
惰
拐
さ
に

対
す
る
批
判
が
強
く
二
め
ら
れ
て
い
る
と
見
な
け
礼
、
は
な
‘
つ
な
い
で
あ
る
う

c

時
頼
の
六
十
余
川
行
脚
修
行
を
コ
一
‘
半
カ
問
、
只
一
人
山
川
斗
飯
シ
給
ヒ
ケ
ル
心

ノ
程
社
難
レ
有
ケ
レ
ト
、
感
セ
ヌ
人
モ
無
リ
ケ
リ
…
と
第
一
人
称
表
現
で
賞
讃
し
て
い
る
の
は
、
施
政
者
と

L

て
の
理
想
の
あ
り
万
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

所
で
時
頼
の
行
脚
修
行
に
つ
い
て
、
斎
藤
清
衛
博
士
は
一
時
頼
及
貞
時
に
関
連
し
、
行
脚
巡
礼
の
徳
を
指
示
し
て
い
る
点
は
、
筆
者
の
思
想
が
托
鉢
生
活
に
よ

（
臼
）

り
具
体
化
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
特
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
」
（
傍
点
は
去
谷
川
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
時
頼
の
行
脚
修
行
は
西
源
院
本
に
も
記
載
さ
れ
て

い
る
け
れ
ど
も
、
貞
時
の
そ
れ
は
流
布
本
に
お
い
て
初
め
て
表
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
か
ら
一
吉
い
う
る
こ
と
は
、
こ
の
間
の
説
話
が
聴
衆
・
享
受

者
に
好
ま
れ
た
こ
と
、
他
の
部
分
よ
り
も
比
較
的
多
く
語
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
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放
寝
之
床
一
一
秋
深
テ
、
浦
風
寒
ク
成
ヌ
レ
ハ
、
折
柱
ク
車
通
夜
ヲ
伏
佐
一
ア
コ
ソ
明
シ
ケ
レ

と
い
う
一
節
で
も
分
る
よ
う
に
、
日
野
俊
基
朝
日
の
関
東
ド
り
の
道
行
文
ほ
ど
に
は
手
が
入
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
可
成
り
、
手
が
加
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
よ
っ
て
も
理
解
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
時
頼
行
脚
修
行
語
と
同
工
の
貞
時
行
脚
修
行
詰
が
増
補
さ
れ
て
い
る
と
い
ヲ
事
実
は
、
斎
藤
博
士
の

言
わ
れ
る
一
軍
告
の
思
想
が
托
鉢
生
活
に
よ
り
具
体
化
さ
れ
て
い
る
」
の
と
同
時
に
、
腐
敗
し
た
足
利
政
権
下
に
生
活
す
る
人
々
が
、
過
去
の
質
素
高
潔
な
社
会

を
憧
慣
し
て
い
た
事
を
示
し
て
い
よ
う
。
斗
薮
行
脚
の
辛
市
に
つ
い
て
長
々
と
語
り
、
猫
政
者
が
諸
問
を
行
脚
し
て
民
情
を
把
握
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
真
撃
に

主
張
し
て
い
る
の
は
、
乱
世
の
根
源
は
欲
で
あ
り
、
施
政
者
は
無
欲
た
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
作
者
の
思
想
の
普
遍
化
に
他
な
ら
な
い
。

更
に
、
北
条
幕
府
の
忠
臣
と
し
て
名
高
い
青
祇
左
衛
門
の
逸
話
は
、
寡
欲
倹
約
の
代
表
選
手
と
し
て
そ
の
使
を
表
顕
し
た
も
の
で
あ
る
。
作
者
は
、
北
条
幕
府



が
八
代
ま
で
天
下
を
保
ち
得
た
の
は
、
十
日
疋
佳
ノ
賢
才
社
ナ
カ
リ
シ
カ
共
、
近
間
一
一
一
背
キ
、
賄
賂
一
一
嫡
ル
事
一
を
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
説
く
。

の
背
後
に
足
利
政
権
に
対
す
る
鋭
い
非
難
が
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
つ
即
ち
、
す
ぐ
続
い
て
、

(M
) 

夫
政
道
之
為
－
一
徹
ナ
ル
物
ハ
、
無
相
、
邪
欲
、
大
酒
、
設
宴
、
バ
サ
ラ
、
傾
城
、
双
六
、
博
突
、
強
紘
、
サ
テ
ハ
不
直
之
奉
行
也
、
治
リ
シ
代
一
一
ハ
是
ヲ

以
テ
誠
ト
セ
シ
ニ
、
今
二
代
之
武
将
執
事
一
族
等
、
奉
行
頭
人
評
定
来
猫
リ
ト
シ
テ
誰
カ
是
ヲ
好
サ
ル
物
ナ
シ

と
批
判
し
て
い
る
。
更
に
作
者
は
、
現
実
の
社
会
を
比
除
を
も
っ
て
、

是
ハ
只
一
ノ
直
ナ
ル
猿
丸
ヲ
、
鼻
闘
猿
見
テ
笑
ヒ
ケ
ル
時
、
逃
去
ケ
ル
一
一
不
レ
異

と
、
正
し
い
人
間
が
異
常
と
す
ら
思
わ
れ
る
社
会
で
あ
る
と

J新
罵
L

て
い
る
。
こ
う
し
た
批
判
は
流
布
本
に
な
る
と
「
枇
ニ
ハ
是
ヲ
以
テ
誠
ト
セ
シ
ニ
、
今
ノ
代

ノ
為
レ
体
、
皆
目
疋
ヲ
肝
要
ト
イ
フ
一
の
如
く
に
抽
象
化
さ
れ
て
し
ま
－
り
て
い
る
－
」
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

足
利
政
権
批
判
を
し
た
作
者
の
眼
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
北
朝
の
天
皇
に
も
向
け
ら
れ
る
訳
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
一
是
併
テ
上
方
雄
一
一
一
無
ニ
御
存
知
一
責
一

人
ニ
帰
ス
ル
語
モ
有
ル
カ
一
と
し
て
敢
て
非
難
L

ょ
う
と
し
て
い
な
い
の
は
伺
故
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
非
難
の
的
に
な
っ
て
い
る
の
は
北
朝
の
天

皇
と
い
う
よ
り
は
天
皇
の
近
臣
な
の
で
あ
り
、
愚
管
抄
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

作
者
は
、
こ
の
一
坂
東
声
な
る
遁
世
者
」
を
し
て
こ2
一
一
一
円
わ
し
め
て
い
る
。

こ
の
言
葉
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位
ノ
治
一
フ
ヌ
コ
ソ
道
理
一
一
テ
候
へ
、
異
園
本
朝
之
事
ハ
御
存
知
之
前
一
一
テ
候
へ
ハ
、
中
々
不
レ
及
レ
申
候
ト
云
共
、
昔
ハ
問
民
苦
使
ト
テ
、
勅
使
ヲ
図
々
へ

下
サ
レ
テ
民
ノ
苦
ヲ
間
ヒ
給
フ
、
其
故
ハ
君
ハ
以
レ
民
宿
レ
睦
、
民
ハ
以
レ

A
A偲
レ
命
、
夫
絞
謹
ヌ
レ
ハ
民
窮
シ
、
民
窮
シ
ヌ
レ
ハ
年
一
具
ヲ
備
事
ナ
シ
、
疲
タ

ル
馬
ノ
鞭
ヲ
如
レ
不
レ
恐
、
王
化
ヲ
モ
不
レ
恐
、
利
、
問
ヲ
先
ト
シ
テ
非
法
ヲ
行
フ
、
民
ノ
誤
ル
毘
ハ
吏
ノ
科
也
、
吏
ノ
不
善
ハ
閤
王
一
一
蹄
ス
、
君
良
臣
ヲ
不

撰
シ
テ
、
貧
利
之
輩
ヲ
用
レ
ハ
、
暴
虎
ヲ
怒
－
一
シ
テ
、
百
姓
ヲ
シ
エ
タ
ケ
リ
、
民
ノ
憂
へ
天
一
一
昇
テ
焚
難
ヲ
ナ
ス
、
使
境
起
レ
ハ
閤
士
間
ル
、
是
上
不
レ
慣

下
慢
ル
故
也
、
園
土
若
甑
レ
ハ
君
何
ソ
安
カ
ラ
ム

こ
の
よ
う
に
君
臣
合
致
し
て
政
治
を
行
な
う
こ
と
を
理
想
と
す
る
芳
え
は
、
愚
管
抄
に
出
て
い
る
。
「
世
を
し
ろ
し
め
す
君
と
摂
銭
臣
と
、
ひ
し
と
一
つ
御
心

に
て
ち
が
ふ
こ
と
の
返
々
侍
ま
じ
き
を
、
別
に
院
の
近
間
と
一
王
者
の
男
女
に
つ
け
て
い
で
き
ぬ
れ
ば
、
そ
れ
が
中
に
い
て
、
い
か
に
も
／
＼
こ
の
王
臣
の
御
中
を

あ
し
く
申
也
。
二
太
神
宮
、
八
幡
大
菩
薩
の
御
を
し
へ
の
や
う
は
、
御
う
し
ろ
み
の
臣
下
と
す
こ
し
も
心
を
お
か
ず
を
は
し
ま
せ
と
て
、
魚
水
合
体
の
礼
と
云
こ



と
を
定
め
ら
れ
た
る
也
。
」
愚
管
抄
に
お
い
て
、
武
家
に
対
す
る
著
者
の
考
え
が
最
も
明
瞭
に
出
て
い
る
の
は
第
七
巻
の
結
論
に
近
い
部
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

引
用
文
と
同
じ
よ
う
に
、
君
主
と
摂
篠
臣
と
が
君
臣
合
体
し
て
政
治
を
行
な
う
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
、
別
に
近
臣
と
い
う
如
き
も
の
の
存
在
或
い
は
介
在
は
、
最

も
不
可
な
る
も
の
と
説
い
て
い
る
。
し
か
も
、
現
在
の
時
勢
に
お
い
て
は
、
武
士
の
存
在
は
決
し
て
無
視
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
武
士
を
決
し
て
敵

視
す
る
よ
う
な
こ
と
を
せ
ず
、
む
し
ろ
、
教
導
し
て
、
君
主
の
方
か
ら
協
力
を
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
す
ら
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
不
平
を
抱
き
謀
反
を
は
か

る
よ
う
な
臣
が
あ
る
な
ら
ば
、
武
士
に
征
討
せ
し
め
、
そ
の
重
だ
っ
た
も
の
を
遠
流
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
と
す
ら
説
い
て
い
る
。
愚
管
抄
の
も
つ
情
熱
が
自
家
擁

護
の
た
め
の
時
勢
へ
の
憤
激
で
あ
る
こ
と
は
本
書
の
到
る
所
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
論
の
第
一
は
仏
法
と
王
法
と
を
分
離
し
て
は
日
本
の
正
し
い
発
展

は
考
え
ら
れ
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
藤
原
氏
の
摂
関
擁
護
論
で
あ
る
。
第
一
は
当
時
の
仏
者
の
見
解
で
あ
り
、
第
二
は
慈
円
の
出
自
（
九
条
家
出
身
）

（
お
）

と
愚
管
抄
の
書
か
れ
た
日
的
、
動
機
を
考
え
て
見
れ
ば
当
然
出
て
く
る
立
論
で
あ
る
。
所
で
こ
の
一
「
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
」
で
は
ど
う
か
と
云
う
に
、
「
坂

東
声
な
る
遁
世
者
」
の
北
朝
観
は
、
そ
れ
を
理
想
の
政
体
と
は
思
え
な
い
と
い
う
意
向
が
表
わ
れ
て
い
る
。
彼
は
昔
、
北
条
幕
府
の
評
定
衆
に
列
な
っ
た
生
粋
の

関
東
武
士
で
あ
り
な
が
ら
、
足
利
政
権
下
の
武
家
社
会
の
腐
敗
と
惰
弱
と
に
堪
え
る
こ
と
を
拒
否
し
て
遁
世
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
彼
は
時
代
の
生
ん
だ

精
神
の
一
典
型
で
あ
る
。
そ
う
し
た
彼
は
、
結
局
、
南
朝
に
対
し
て
未
来
の
希
望
を
托
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
宮
方
コ
ソ
、
君
モ
久
シ
ク
賑
苦

ヲ
嘗
テ
、
民
ノ
愁
ヲ
知
シ
食
シ
、
匝
下
モ
サ
ス
ガ
ニ
有
ニ
智
恵
一
人
多
」
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
作
者
の
根
本
思
想
が
現
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
一
一
一
口
う
ま
で
も
な
い
。
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遁
世
者
の
提
疑
を
受
け
て
「
打
ホ
、
笑
ミ
テl）
（
流
布
本
）
私
見
を
陳
べ
出
す
年
若
く
青
白
い
儒
官
は
、
将
に
青
白
き
イ
ン
テ
リ
と
い
う
所
で
あ
る
が
、
御
多

聞
に
洩
れ
ず
ニ
ヒ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
儒
官
の
南
朝
論
が
、
遁
世
者
の
一
一
一
日
説
を
延
長
さ
せ
た
所
で
完
成
す
る
南
朝
讃
美
論
で
は
な
く
、
逆
に
、

南
朝
に
な
ん
ら
の
積
極
的
な
意
志
を
も
見
出
し
得
な
い
と
結
論
す
る
と
こ
ろ
に
北
野
通
夜
物
語
の
構
想
上
の
奇
抜
さ
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
彼
は
宮
方
の
政
道
も
足

利
方
や
北
朝
の
そ
れ
と
全
く
変
る
所
が
な
い
と
し
、
天
下
を
覆
し
て
王
政
の
代
に
す
る
見
通
し
も
な
け
れ
ば
、
古
の
帝
の
善
政
を
継
い
で
悶
を
治
め
る
（
延
害
帝



の
治
世
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
が
）
事
も
出
来
な
い
の
で
南
朝
を
見
捨
て
、遁
世
す
る
為
に
京
に
出
て
来
た
と
自
己
弁
護
を
行
な
う
。」
う
し
た
自
己
の
正
当
化

か
ら
は
批
判
の
発
展
は
望
み
う
べ
く
も
な
く
、
古
今
東
西
に
一
旦
る
故
実
を
考
証
す
る
儒
者
癖
を
彼
も
発
揮
し
て
、
い
た
ず
ら
に
街
学
的
に
な
っ
て
行
く
の
み
で
あ

る
。
即
ち
、
二
つ
の
説
話
を
作
者
は
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
、
は
周
の
太
壬
の
善
政
と
万
民
の
彼
へ
の
思
慕
の
話
は
、
南
朝
の
君
主
に
太
主
の
如
き
徳
が
あ

っ
た
な
ら
ば
自
分
は
南
朝
を
見
捨
て
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
暗
示
し
、
二
、
の
唐
の
玄
宗
が
寧
壬
か
ら
楊
貴
妃
を
奪
い
、
死
を
賭
し
て
そ

の
真
実
を
記
し
た
三
史
官
の
記
述
に
自
ら
の
非
を
悟
る
、
と
い
う
説
話
は
、
私
心
な
き
臣
（
自
己
を
擬
し
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
）
を
南
朝
の
君
主
が
用
い

な
か
っ
た
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い
よ
う
。
作
者
が
こ
こ
で
万
里
小
路
中
納
言
藤
一
房
を
聴
者
・
享
受
者
に
想
起
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
容
易
に
想
像
さ
れ
る
所
で
あ

る
。
所
で
、
こ
う
し
た
説
話
の
冗
慢
さ
に
よ
っ
て
太
平
記
の
文
学
作
品
と
し
て
の
形
象
性
は
随
分
弱
め
ら
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
こ
の
儒
官
を
し
て
言
わ
し
め

て
い
る
次
の
言
葉
は
、
さ
き
の
遁
世
者
の
一
一
一
口
辞
と
同
様
に
「
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
」
の
作
者
の
根
本
思
想
に
触
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

園
ニ
諌
ル
臣
ア
レ
ハ
其
園
必
ス
安
ク
、
家
－
一
諌
ル
子
ア
レ
ハ
其
家
必
ス
正
シ
、
サ
レ
ハ
如
レ
是
君
モ
誠
一
一
天
下
之
人
ヲ
安
一
フ
シ
メ
ン
ト
思
召
シ
、
臣
モ
無

レ
私
君
ノ
非
ヲ
諌
申
人
ア
ラ
ハ
、
是
等
程
一
一
梯
捨
ル
様
ナ
ル
世
ヲ
宮
方
へ
拾
テ
取
ラ
サ
ラ
ン
ヤ
、
角
安
キ
世
ヲ
取
得
ス
シ
テ
、
三
十
飴
年
俸
南
山
之
谷
ノ

底
ニ
、
埋
木
ノ
花
開
花
ヲ
知
ヌ
様
－
一
テ
ヲ
ハ
ス
ル
ヲ
以
テ
、
宮
方
之
政
遁
ヲ
ハ
思
ヒ
遺
セ
給
へ
ト
、
爪
揮
ヲ
シ
テ
ソ
語
リ
ケ
ル
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「
南
山
之
谷
ノ
底
」
に
三
十
余
年
入
り
ぱ
な
し
の
宮
方
に
、
京
都
を
回
復
し
王
道
を
樹
立
す
る
と
い
う
よ
う
な
「
心
憎
キ
処
ハ
露
計
モ
見
一
フ
レ
ス

に
我
慢
出
来
ず
、
京
都
に
出
て
出
家
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
人
物
の
、
南
朝
を
排
す
る
考
え
と
、
己
れ
に
対
す
る
倣
岸
さ
と
白
瑚
の
念
と
が
混
り
合
っ
て
、
作
者

に
「
爪
弾
ヲ
シ
テ
ソ
語
リ
ケ
ル
」
と
い
う
表
現
を
採
ら
せ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
の
儒
官
の
言
葉
は
「
知
識
層
な
る
作
者
自
ら

（
間
）

の
自
己
弁
護
の
筆
と
も
考
え
ら
れ
」
る
と
見
る
よ
り
は
、
決
然
と
た
っ
て
社
会
改
造
を
行
な
う
実
践
者
と
し
て
の
途
を
選
ば
ず
に
、
深
山
幽
谷
に
逃
避
し
て
行
っ

た
多
く
の
人
々
に
対
す
る
「
北
野
参
詩
人
政
道
雑
談
事
」
の
作
者
の
批
判
と
見
る
方
が
適
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。

更
に
、
「
誠
一
一
モ
ト
思
居
タ
ル
処
」
と
は
作
者
の
感
想
で
あ
っ
て
、
三
人
の
登
場
人
物
の
そ
れ
で
は
な
い
。
即
ち
、
こ
れ
は
、
「
坂
東
声
な
る
遁
世
者
一
が
足
利

幕
府
を
攻
撃
し
、
北
朝
の
諸
帝
を
も
暗
に
非
難
し
南
朝
に
希
望
を
抱
い
て
い
る
旨
を
述
べ
た
の
に
対
し
て
、
色
青
醒
め
た
る
雲
客
（
儒
官
）
が
、
南
朝
も
同
様
で

あ
っ
て
、
と
て
も
現
今
の
乱
れ
た
世
を
収
拾
す
る
力
は
な
い
と
南
朝
を
排
し
た
訳
で
あ
る
が
、
両
者
の
話
を
聞
き
終
え
た
作
者
が
、
足
利
方
、
宮
方
の
両
方
に
乱

世
を
鎮
め
る
力
は
な
い
事
を
つ
く
づ
く
と
実
感
と
し
て
感
じ
「
そ
う
な
の
だ
ろ
う
」
と
感
慨
を
洩
ら
し
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
有
様



太
平
記
凹
十
巻
の
中
で
第
一
一
一
十
巻
あ
た
り
か
ら
作
者
の
閃
心
が
社
会
に
強
く
向
け
ら
れ
て
来
る
こ
と
は
注
日
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
。

此
廿
齢
年
ノ
兵
純
一
三
都
市
裏
仙
洞
竹
間
栂
房
ヲ
始
ト
シ
テ
、
会
期
殿
と
人
、
諸
司
百
官
之
宿
所
多
ク
焼
亡
シ
テ
、
今
ハ
十
カ
二
三
残
リ
タ
リ
シ
ヲ
、
叉
今
度

之
一
泉
寺
合
戦
－
一
、
地
ヲ
梯
一
ア
京
白
河
ノ
武
士
ノ
屋
形
ノ
外
ハ
、
在
家
ノ
一
宇
モ
ッ
、
カ
ス
、
一
離
々
タ
ル
原
上
之
草
、
累
々
タ
ル
白
骨
叢
一
一
纏
レ
テ
、
有
シ

都
ノ
跡
モ
児
へ
ス
成
一
一
ケ
レ
ハ
、
蓮
府
税
門
之
貴
故
、
銀
上
達
部
、
上
璃
女
房
達
一
一
五
マ
一
ア
、
或
ハ
遠
圏
一
一
落
下
一
ア
、
山
夫
野
人
之
践
一
一
身
ヲ
寄
、
或
ハ

片
川
合
ニ
ム
比
一
也
テ
、
桑
ノ
門
竹
ノ
毘
一
一
栖
位
給
へ
ハ
、
夜
ノ
宍
薄
シ
テ
暁
ノ
霜
冷
ク
、
朝
ケ
ノ
国
一
絶
テ
後
、
首
湯
－
一
死
ス
ル
人
多
シ
（
第
二
・
十
一
二
巻
・
飢

人
投
身
事
〕

京
都
は
兵
乱
の
た
め
に
焼
野
原
と
な
り
、
公
卿
と
三
一
日
わ
ず
市
民
と
一
一
口
わ
ず
路
頭
に
迷
い
、
或
る
者
は
諸
国
に
落
ち
の
び
、
そ
れ
も
出
来
ぬ
者
は
多
く
投
身
自
殺

し
た
。
又
、
天
変
地
異
が
相
つ
い
で
起
り
〈
第
一
二
十
六
巻
・
大
地
震
井
所
々
怪
異
四
天
王
寺
ム
羽
生
顕
倒
事
）
、
人
々
は
生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
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中
に
あ
っ
て
足
利
政
権
下
の
武
士
だ
け
が
不
正
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
い
た
、
と
作
者
は
言
う
。

会
家
之
人
ハ
加
様
一
一
窮
困
シ
テ
、
滞
墾
一
一
揖
チ
蓮
路
一
一
迷
ヒ
ケ
レ
共
、
武
家
之
族
ハ
富
貴
日
来
一
一
百
倍
セ
リ
、
身
一
一
ハ
錦
繍
ヲ
握
ヒ
、
食
一
一
ハ
八
珍
ヲ
成

ス
、
前
代
相
州
開
門
之
天
下
ヲ
成
敗
セ
シ
程
ハ
、
諸
園
ノ
守
護
、
大
犯
三
ケ
保
之
検
断
之
外
ハ
結
無
リ
シ
ニ
、
今
ハ
大
小
事
只
守
護
之
計
一
一
一
ア
、
一
国
之

成
敗
ヲ
任
一
雅
意
一
シ
カ
ハ
、
地
頭
御
家
人
ヲ
郎
従
ノ
如
ク
シ
、
寺
社
本
所
之
諸
領
ヲ
兵
絞
ノ
料
所
ト
掠
シ
テ
管
領
ス

彼
等
は
「
只
金
ヲ
泥
一
一
捨
テ
、
玉
ヲ
淵
一
一
沈
タ
ル
一
一
相
同
シ
」
茶
会
を
開
い
て
遊
ぶ
の
だ
っ
た
。

抑
此
大
名
達
長
者
ノ
果
報
有
テ
、
白
レ
地
財
カ
揃
ケ
ル
ヵ
、
日
レ
天
宝
カ
降
ケ
ル
ヵ
、
非
レ
降
非
レ
部
、
只
寺
吐
本
所
ノ
所
領
ヲ
押
ヘ
テ
取
、
訴
論
人
ノ
賄
賂

ヲ
集
メ
タ
ル
物
也

作
者
は
「
枇
ノ
瑚
ヲ
モ
不
レ
一
版
、
長
時
－
一
遊
ヒ
狂
ヒ
ケ
ル
ハ
、
前
代
未
聞
之
曲
事
也
一
と
き
め
つ
け
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
社

会
を
こ
れ
程
ま
で
腐
敗
さ
せ
た
も
の
は
何
か
、
と
い
う
問
題
に
作
者
は
突
き
当
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
当
時
の
政
治
に
対
す
る
批
判
を
う
ち

こ
う
し
た
極
度
の
腐
敗
を
、



出
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
作
者
は
、
社
会
を
本
と
す
る
人
民
の
立
場
か
ら
政
治
の
批
評
を
行
な
お
う
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
が
三
人
の
遁
世

者
に
よ
る
一
政
道
雑
談
」
と
い
う
構
想
を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
民
衆
の
毘
沙
門
信
仰
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
北
野
天
神
が
遷
ば
れ
た
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。
「
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
」
の
「
白
今
後
モ
何
ソ
街
ル
ヘ
キ
期
有
リ
共
」
考
え
ら
れ
ぬ
よ
う
な
政
治
の
貧
困
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
の
か
、

と
い
う
質
問
は
、
清
を
持
し
た
問
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
坂
東
声
な
る
遁
世
者
」
と
「
色
青
醒
タ
ル
雲
客
」
の
問
答
に
解
決
の
梢
を
見
出
す

こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
作
者
は
、
足
利
方
に
も
南
朝
に
も
現
在
の
混
乱
を
収
拾
す
る
力
の
な
い
こ
と
を
つ
く
づ
く
と
知
ら
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
従
っ
て
、

天
下
之
凱
ヲ
伯
案
ス
ル
ニ
、
会
家
之
御
禍
共
武
家
之
僻
事
共
難
レ
申

と
一
一
一
口
う
「
内
典
之
学
庄
一
一
テ
ソ
有
一
フ
ン
ト
見
ヘ
ツ
ル
法
的
」
の
言
葉
は
、
作
者
自
身
の
声
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
「
只
因
果
ノ
感
ス
ル
所
ト
コ
ソ
存
候
へ
一
と
い

う
言
葉
に
よ
っ
て
、
我
々
は
、
「
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
一
の
作
者
が
、
政
治
の
貧
困
の
原
肉
追
求
を
あ
き
ら
め
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

同
時
に
、
太
平
記
の
文
学
と
し
て
の
達
成
へ
の
道
も
、
史
論
と
し
て
の
追
求
の
可
能
性
も
と
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
事
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

武
士
者
飽
一
元
食
一
一
公
家
ハ
及
一
致
死
一
モ
、
皆
温
去
ノ
閃
果
一
一
コ
ソ
侯
一
フ
メ

と
、
全
て
は
仏
教
の
悶
果
業
報
観
に
結
び
つ
け
ら
れ
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三
人
共
一
一
カ
ラ
／
＼
ト
笑
ヒ
ケ
ル
ヵ
、
開
設
朝
之
鐘
ノ
ナ
リ
ケ
レ
ハ
、
夜
モ
既
一
一
朱
ノ
瑞
縫
立
出
テ
、
各
カ
段
々
二
日
開
リ
ケ
リ
、
是
ヲ
以
テ
案
ス
ル
ニ
、
係

ル
凱
ル
、
世
モ
叉
鎮
マ
ル
事
モ
ヤ
ト
、
選
モ
敷
コ
ソ
費
へ
ケ
レ

と
い
う
作
者
の
感
想
で
「
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
」
は
終
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
作
者
は
、
武
士
は
衣
食
に
飽
き
、
公
家
は
餓
死
に
及
び
、
寺
社
本
一
所

の
所
伎
は
強
奪
さ
れ
、
土
民
百
姓
は
片
端
、
か
ら
財
産
を
奪
わ
れ
、
訴
訟
し
よ
う
と
す
れ
ば
必
ず
賄
賂
を
と
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
現
実
社
会
を
直
視
す
る
こ
と
を
避

げ
、
こ
の
乱
脈
を
極
め
た
現
実
社
会
を
伺
と
か
背
定
し
よ
う
と
す
る
見
方
に
ま
で
一
挙
に
堕
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
湿
モ
敷
コ
ソ
覚
へ
ケ
リ
」
と
い
う
百
円
源

院
本
の
表
現
が
、
流
布
本
に
お
い
て
「
湿
ヲ
残
ス
計
リ
ニ
テ
」
と
変
っ
て
い
る
こ
と
も
、
現
実
が
少
し
も
「
た
の
も
し
く
一
な
い
事
を
考
え
れ
ば
尤
も
な
変
化
だ

と
言
え
よ
う
。
結
局
、
「
選
モ
敷
コ
ソ
覚
へ
ケ
リ
」
と
い
う
表
現
は
、
現
実
を
直
視
す
る
こ
と
を
止
め
て
矛
盾
の
多
い
社
会
を
、
逆
に
、
何
と
か
良
く
な
る
だ
ろ
一

う
と
い
う
楽
観
的
な
司
果
業
報
観
で
す
り
換
え
て
し
主
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

考
え
て
見
る
と
、
一
北
野
参
詩
人
政
道
雑
談
事
」
の
結
語
で
あ
る
一
是
ヲ
以
テ
案
ズ
ル
ニ
、
係
ル
乱
ル
、
世
モ
又
鎮
マ
ル
事
モ
ヤ
一
と
い
う
淡
い
特
望
は
、

づ丈



平
記
四
十
巻
の
結
末
に
お
い
て
、
細
川
頼
之
が
衆
望
を
荷
っ
て
管
領
職
に
就
い
た
こ
と
を
語
っ
て
、
「
中
夏
無
為
之
代
－
一
成
テ
、
日
出
度
カ
リ
シ
事
共
也
」
と
結

ん
で
い
る
そ
の
結
び
方
に
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
い
や
、
無
関
係
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
大
い
に
関
連
＊
つ
け
て
考
え
て
こ
そ
、
「
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
一
の

結
語
が
生
き
て
来
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

註1 

「
太
平
記
の
人
間
形
象
」
（
一
文
学
」
一
九
五
四
年
十
一
月
）

「
太
平
記
の
評
価
に
つ
い
て
」
（
「
文
学
」
一
九
五
六
年
四
月
）
こ
の
論
文
の
中
で
谷
宏
氏
は
、
「
太
平
記
の
ば
あ
い
、
当
時
の
民
衆
の
人
間
解
放
に
根
ざ
し

て
い
る
と
こ
ろ
の
作
品
形
成
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
真
の
性
質
と
、
太
平
記
が
そ
れ
に
こ
た
え
ね
ば
な
ら
ぬ
要
請
す
な
わ
ち
い
ま
全
国
的
に
ひ
ろ
が
っ
て
ゆ
く
動

乱
の
現
実
を
人
聞
が
つ
く
っ
て
ゆ
く
歴
史
事
実
と
し
て
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
任
務
と
は
、
ほ
ん
ら
い
矛
盾
し
あ
い
、
芸
術
作
品
と
し
て
完
全
に

統
一
Tし
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
大
子
記
は
、
そ
の
作
品
形
成
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
そ
の
ま
ま
芸
桁
酌
昇
華
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

ル
ボ
ル
タ
i
p
z

と
い
う
宿
命
を
負
う
こ
と
な
し
に
は
、
あ
あ
し
た
歴
史
文
学
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
太
平
記
固
有
の
問
題l
i

一
つ
の
報
道
的

な
歴
史
文
学
と
し
て
成
立
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
事
実
、
し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
作
品
と
し
て
、
叙
事
詩
で
は
な
く
ま
た
単
に
芸
術
作
品
で
も

あ
り
え
な
か
っ
た
そ
う
い
う
作
品
と
し
て
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
太
平
記
評
価
の
た
め
の
前
提
が
、
っ
か
ま
れ
る
よ
う
に
お
も
う
。
」
と
述
べ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
永
積
安
明
氏
は
、
「
太
平
記
論
」
（
『
中
世
文
学
の
一
展
望
』
所
収
）
の
一
註

9

で
谷
宏
氏
が
太
平
記
を
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
的
文
学
と
し

ル
ボ
ル
タ

l
p
ユ

た
の
は
「
現
象
に
迫
随
し
、
非
文
学
的
に
な
っ
た
こ
と
で
し
か
な
い
の
だ
か
ら
1一
「
あ
た
ら
な
い
」
と
簡
単
に
否
定
し
て
お
ら
れ
る
が
、
報
道
的
な
歴
史
文

学
と
い
う
言
葉
の
当
否
は
し
ば
ら
く
お
く
と
し
て
も
、
太
平
記
を
安
易
な
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
へ
と
押
し
流
す
こ
と
を
阻
止
し
た
作
者
の
態
度
に
は
、
谷
宏
氏

の
評
価
し
た
方
向
が
存
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

「
太
平
記
論
」
（
『
中
世
文
学
の
展
望
』
所
収
）
註
日

「
太
平
記
論
」
（
「
文
学
」
一
九
五
七
年
六
月
）

「
太
平
記
論
｜
｜
平
家
物
語
と
の
関
連
に
つ
い
て
｜
｜
｜
」
（
「
文
学
」
一
九
五
九
年
八
月
）
既
に
釜
田
喜
三
郎
氏
は
、
禅
僧
に
よ
っ
て
太
子
認
が
流
布
さ
れ
た

だ
ろ
う
と
言
う
こ
と
は
、
「
太
平
記
が
平
家
物
語
の
琵
琶
法
師
に
よ
る
流
布
に
対
し
て
全
く
異
な
っ
た
角
度
か
ら
見
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
、
同
じ
く

民
衆
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
叙
事
詩
的
文
芸
と
は
一
式
ひ
な
が
ら
、
太
平
記
と
平
家
物
語
が
同
一
視
し
得
な
い
点
に
、
本
質
的
な
も
の
が
あ
る
。
」
（
「
国
語
と
国

文
学
」
昭
和
十
三
年
九
月
所
収
「
太
平
記
作
者
の
問
題
｜
｜
叙
事
詩
文
芸
の
挿
話
に
関
連
し
て
｜
｜
」
〉
と
書
か
れ
た
が
、
杉
本
圭
一
二
郎
氏
の
論
文
は
、
語

り
の
方
法
に
質
的
相
違
が
あ
り
、
そ
こ
に
平
家
と
太
平
記
の
形
象
性
の
相
違
が
あ
る
と
し
た
点
で
E
に
卓
見
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

2 3 4 5 
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魚
澄
惣
五
郎
氏
「
吉
野
山
と
山
伏
」
（
『
古
社
寺
の
研
究
』
所
収
）
そ
の
他

7

何
時
か
ら
「
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
」
を
「
北
野
通
夜
物
語
」
と
し
て
独
立
さ
せ
た
か
と
い
う
問
題
は
、
流
布
本
を
綿
需
に
た
と
っ
て
行
く
よ
り
方
法

が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
又
、
こ
れ
を
延
文
五
年
の
所
に
持
っ
て
来
た
理
由
も
わ
か
ら
な
い
。
本
文
中
に
は
「
自
ニ
元
弘
一
以
来
、
世
乱
テ
既
ニ
舟
余
年
」

と
あ
る
が
、
延
文
五
年
（
二
二
六
O

年
）
は
元
弘
の
乱
（
一
一
一
一
一
二
一
年
）
か
ら
数
え
て
二
十
九
年
後
で
あ
り
、
品
川
余
年
な
ら
ば
貞
治
元
年
（
一
一
二
六
二
年
ゾ

以
降
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
尚
、
続
本
朝
通
鑑
巻
三
十
六
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
（
こ
れ
は
既
に
斎
藤
清
衛
博
士
が
「
北
野
通
夜
物
語
」
国
語
と
国
文

学
昭
和
七
年
八
月
の
附
記
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
）
。

頃
間
隠
士
一
人
寒
士
一
人
老
僧
一
人
詣
北
野
社
。
終
者
連
歌
而
後
談
倭
漢
故
事
、
或
談
神
道
仏
法
。
或
述
本
朝
古
昔
王
道
、
或
語
北
条
泰
時
時
頼
政
令
、

調
刺
今
之
王
道
衰
、
而
武
政
之
不
振
及
東
方
白
。
或
記
其
所
語
件
々
号
北
野
通
夜
物
語
。
一
説
隠
士
者
北
条
四
郎
泰
家
入
道
恵
性
也
。
依
其
姪
時
行
在
伊
豆

園
、
年
又
有
所
祈
願
、
密
入
洛
匿
名
詣
社
。
寒
士
者
故
右
少
耕
藤
俊
基
子
蔵
人
大
夫
俊
秀
也
。
候
南
朝
嘆
皇
運
不
可
開
。
而
出
吉
野
寓
洛
中
。
老
僧
者
南
朝

僧
正
日
野
頼
意
也
。
三
人
会
於
社
中
、
通
替
相
語
、
其
後
頼
意
匿
己
名
以
為
所
開
之
談
、
而
語
其
兄
日
野
大
納
言
、
由
是
流
伝
於
世
云
。

8

「
北
野
参
詣
人
政
道
雑
談
事
」
に
見
ら
れ
る
説
話
を
順
に
並
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ω
延
喜
帝
が
菅
公
を
太
宰
府
に
流
し
た
為
地
獄
で
責
苦
に
会
っ
て
い
る
様
を
日
蔵
上
人
が
頓
死
し
て
見
聞
し
た
こ
と
。

倒
北
条
泰
時
が
明
恵
上
人
の
法
談
を
聞
い
て
善
政
を
な
し
た
こ
と
。

ω
北
条
時
頼
が
諸
国
行
脚
に
出
て
所
領
を
失
っ
た
老
尼
に
会
い
、
鎌
倉
へ
帰
っ
て
か
ら
所
領
を
復
し
て
や
っ
た
こ
と
。

流
布
本
で
は
次
に
、
北
条
貞
時
と
所
領
を
失
っ
た
久
我
内
大
臣
の
こ
と
が
附
加
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ω
と
同
工
異
曲
で
あ
る
。

ω
北
条
氏
の
家
臣
で
、
銭
十
文
を
滑
河
へ
落
し
た
ば
か
り
に
令
名
高
い
青
砥
左
衛
門
の
こ
と
。

m
w周
の
太
主
が
人
民
の
為
に
戦
争
を
拒
否
し
、
万
民
か
ら
慕
わ
れ
た
こ
と
。

山
間
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
こ
と
、
三
人
の
史
官
が
死
を
賭
し
て
玄
宗
の
乱
脈
振
り
を
記
録
し
、
最
後
に
玄
宗
に
悟
ら
せ
た
こ
と
。

ω
瑠
璃
太
子
を
扱
っ
た
因
果
語

制
梨
軍
支
を
扱
っ
た
因
果
諜

9
ω

の
説
話
は
第
二
十
六
巻
の
終
段
「
吉
野
炎
上
事
」
に
見
え
て
い
る
。
共
に
第
十
三
巻
「
菅
丞
相
事
」
〈
流
布
本
で
は
（
聖
廟
の
御
事
」
）
と
同
様
に
北
野

縁
起
を
典
拠
と
し
て
い
る
。

似
の
逸
話
は
少
し
内
容
を
変
え
て
同
じ
第
三
十
五
巻
の
「
畠
山
入
道
道
誓
謀
叛
事
附
楊
国
忠
事
」
に
見
え
て
い
る
。

釜
田
喜
三
郎
「
民
族
文
芸
と
し
て
の
太
平
記
の
成
長
ー
ー
ー
因
果
論
を
中
心
と
し
て
」
国
語
と
国
文
学
昭
和
十
八
年
ゴ
一
月
参
照
。

6 10 
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日
角
川
源
義
氏
「
文
芸
と
趣
向
の
問
題
」
弓
悲
劇
の
文
学
』
所
収
）
参
照
。

ロ
後
藤
丹
治
氏
『
太
平
記
の
研
究
』
一
五
六
頁
。
「
北
野
通
夜
物
語
に
日
蔵
上
人
の
事
が
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
北
野
縁
起
に
も
同
様
の
日
蔵
蘇
生
物
語
が
あ

る
。
特
に
北
野
縁
起
の
安
楽
寺
本
の
日
蔵
の
条
の
如
き
は
太
平
記
と
文
詞
の
一
致
す
る
も
の
が
多
い
が
、
そ
れ
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
巴
ふ
。
」
と

書
か
れ
て
い
る
が
、
安
来
寺
本
北
野
縁
起
（
続
群
書
類
従
第
三
韓
所
収
）
を
太
平
記
の
日
蔵
蘇
生
物
語
は
殆
ど
そ
の
ま
ま
採
っ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
安
楽

寺
本
北
野
縁
起
は
ん
ム
文
漢
文
で
あ
る
の
に
対
し
、
西
源
院
本
で
は
片
仮
名
交
り
の
一
読
下
し
文
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
尚
ー
な
る
読
下
し
文
で
は
な
く
、
例

え
ば
、
「
悉
モ
延
喜
ノ
帝
ノ
御
声
一
一
テ
ソ
御
在
ケ
ル
、
不
思
議
ヤ
ト
思
テ
立
中
市
テ
事
ノ
様
ヲ
問
へ
ハ
」
の
如
く
、
「
北
野
会
詩
人
政
道
雑
談
事
」
の
作
者
の
感

想
が
入
り
、
又
、
敬
訪
が
よ
り
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
更
に
「
罪
人
有
一
一
四
人
こ
「
一
入
者
延
喜
帝
、
残
ハ
臣
下
也
」
の
よ
う
に
、
北
野
縁
起
に
は
全
然

な
い
丈
詞
が
入
り
、
「
北
野
事
詩
人
政
道
雑
談
事
一
の
作
者
の
一
、
北
野
縁
起
を
自
ら
の
手
で
博
成
し
よ
う
と
す
る
窓
凶
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
辻
注
意
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
更
に
重
要
な
こ
と
は
、
本
論
文
で
引
用
し
た
よ
う
に
、
最
後
に
、
「
被
帝
随
分
感
レ
民
治
レ
世
恰
シ
タ
ニ
地
獄
一
一
薄
給
フ
、
マ
、

γ

テ
其
程
ノ
政
道
モ
無

世
ナ
レ
ハ
、
サ
コ
ソ
地
獄
へ
堕
人
ノ
多
カ
ル
ラ
メ
ト
覚
タ
リ
」
と
い
う
作
者
の
政
道
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

日
「
北
野
通
夜
物
語
」
国
語
と
国
文
学
昭
和
七
年
一
二
月
。

M

流
布
本
で
は
、
「
強
縁
」
と
つ
サ
テ
ハ
云
々
」
と
の
聞
に
「
内
奏
」
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

日
村
岡
典
嗣
氏
は
「
宅
際
的
の
経
世
論
が
愚
管
抄
の
持
作
上
の
重
要
な
目
的
で
あ
っ
た
ニ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
（
「
日
本
思
想
史
上
の
諸
問
題
』
所
収
「
末

法
思
想
の
展
開
と
愚
管
抄
の
史
観
」
〉
と
言
い
、
松
本
新
八
郎
氏
は
一
慈
鎮
が
承
久
一
五
年
将
軍
頼
経
の
東
下
と
い
う
新
事
態
会
控
え
て
、
和
作
の
居
従
の
公
開
附

た
ち
に
心
得
と
し
て
読
ま
せ
る
た
め
に
書
き
は
じ
め
た
」
（
岩
波
講
座
日
本
文
学
史
第
六
巻
所
収
「
歴
史
物
詩L
L
史
論
一
一
と
見
て
い
る
。

日
斎
藤
清
術
博
士
・
前
掲
論
文
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子
、
れ
ほ
日
向
f

・
十
凹
年
六
月
一
十
じ
日
主
文
学
会
一
で
の
発
表
に
タ
ゾ
少
川
f
F
L
h
J
h
J

円
で
め
る
。
）


